
松戸市協働のまちづくり協議会 第 7回 議事概要 

 

《日 時》令和７年１１月 1８日（火）１４時３０分～１７時３５分 

《場 所》松戸市男女共同参画センターゆうまつど ４階ホール 

《委 員》犬塚 裕雅 会長、佐藤 純子 委員、百田 清美 委員、山口 恵理子 委員、 

富田 文子 委員、星野 健一 委員、上野 真一 委員 

（欠席）牧野 昌子 副会長、有川 かおり 委員 

《傍聴者》なし（非公開） 

 

１ 開会  

 ※委員会定数確認 

 

２ 協働のまちづくり協議会 会長挨拶 

 

３ 議 題 

(１) 令和８年度実施分 協働事業本審査 

・仮集計表をもとに各事業の意見交換を行い、点数を確定した。 

・採択すべき事業、採択すべきでない事業を決定した。 

・必要に応じて、付帯意見をまとめた。 

・審査結果、付帯意見等については、別添のとおり。 

 

(２)  令和８年度実施分 市民活動助成事業本審査 

・仮集計表をもとに各事業の意見交換を行い、点数を確定した。 

・採択すべき事業、採択すべきでない事業を決定した。 

・採択すべきでない事業については不採択理由を、また必要に応じて、付帯意見をまと

めた。 

・審査結果、付帯意見等については、別添のとおり。 

 

４ 閉会 

 

 

           



■協働事業

優先
順位

事業名 提案団体・担当課
採択の
適否

付帯意見又は不採択理由

エディブルウェイプロ
ジェクトチーム

【付帯意見】
なし

みどりと花の課
【付帯意見】
なし

一般社団法人銀座環
境会議

【付帯意見】
この取り組みに対する理解が広がり定
着していくためにも、衛生面のリスクを
しっかり認識し、それを回避するための
説明チラシを作成してください。ステッ
カーはリスクを理解した事業者への配布
とし、また市民に対してもリスクを含めた
普及啓発に努めてください。

環境政策課
ゼロカーボンシティ推
進担当室

【付帯意見】
この取り組みに対する理解が広がり定
着していくためにも、衛生面のリスクを
しっかり認識し、それを回避するための
説明チラシを作成してください。ステッ
カーはリスクを理解した事業者への配布
とし、また市民に対してもリスクを含めた
普及啓発に努めてください。

令和8年度実施分　協働事業・市民活動助成事業　審査結果

負担金額

1

2 適

適 500,000 円

315,720 円

みんなで育て　みんなでつく
る　沿道の食べられる景観事
業

2050年ゼロカーボンシティま
つどへの機運醸成事業



■市民活動助成事業

スタート助成

優先
順位

事業名 提案団体
採択の
適否

付帯意見又は不採択理由

1
Matsudo Tech Lab先端科学
技術振興・啓発事業

松戸ロボット研究会 適 100,000 円
【付帯意見】
なし

2
矢切地区における子どもの
遊び場創設事業

あそびパーク やきり
の

適 100,000 円

【付帯意見】
事業の安全・安心を担保する上で、参加
者を対象とした保険への加入をぜひ検
討してください。

3 松戸・子どもの音楽体験事業
Chloris　Music（クロリ
ス・ミュージック）

適 100,000 円
【付帯意見】
なし

4
超高齢化社会に向けての支
援活動事業

料親会 適 100,000 円
【付帯意見】
なし

5
松戸が世界とつながる学び
プロジェクト事業

特定非営利活動法人
なかよし学園プロジェ
クト

適 100,000 円

【付帯意見】
市内の事業の現場との繋がりが弱いよ
うに受け止めましたので、現時点から
様々なところへ働きかけ、来年度の事業
開始に間に合うよう準備を怠らず進めて
ください。

6
松戸の歴史的文化遺産の復
元・活用研究事業

松戸の地理・歴史探
訪調査会

適 100,000 円
【付帯意見】
なし

-
文学を通じて生きがいと豊か
な心を育む事業

朗読と文学の会 否 76,446 円

【不採択理由】
活動歴と実績は大変素晴らしく、活動成
果を本にまとめることが団体にとって励
みになり、価値あることと認めます。しか
しながら、会員ではない高齢者に配布す
ることで、生きがいとしてもらうには、もう
少し具体的な道筋が求められると考えま
す。

助成金額



ステップアップ助成

優先
順位

事業名 提案団体
採択の適

否
付帯意見又は不採択理由

1
ときわだいらレコードセンター
事業

特定非営利活動法人
ディープデモクラ
シー・センター

適 300,000 円
【付帯意見】
なし

-
介護予防運動指導者養成事
業

クロダマハウス 否 270,000 円

【不採択理由】
フレイル予防運動の指導者を養成し指
導者を増やすことは市にとっても必要な
ことと評価します。しかしながら、作成し
た募集チラシをどのように活用し、どうい
う人たちに届けるか、何人集めるか、具
体的な施策があればより良いと考えま
す。

助成金額


